（様式１）
届出日　令和　年　月　日
（あて先）札幌市長


届出者(公開空地等所有者等）　〇〇〇〇管理組合
　役職　〇〇　〇〇
担当者氏名　〇〇　〇〇
電話番号　000ｰ0000ｰ0000
（押印省略）

公開空地等活用届出書（広場等の占用に係る協議書）
（　初回　・　変更　回目　）
どちらかを選択して○で囲う※変更の場合は回数も記入

下記の公開空地等について、札幌市公開空地等の活用に関する要綱第６条の規定に基づく届出書（同要綱第３条第１項から第４項の制度により、同要綱策定前に締結された維持管理に係る協定等において協議を要する場合にあっては、当該協議を兼ねるもの）を提出します。なお、公開空地等の活用にあたっては同要綱第４条及び第５条の規定に基づき、適切に活用します。

記

	建築物の名称
	〇〇ビル

	建築物の所在地
	札幌市〇区
※番地まで記載

	対象制度の許認可年月日・番号
	令和　年　月　日

※許認可年月日・番号のない場合はハイフン「ー」と記載

	活用期間
	令和〇年４月１日～令和〇年３月31日

	活用範囲
	○○ガーデン（広場〇号）



　　　　　　　　　　　　　（図）




※活用場所（空地の名称と範囲）、歩行者動線を明示
注意１）歩行者の円滑な通行を確保すべき範囲を図示し、通路等の寸法も明記すること
注意２）活用の範囲を変更する場合は、必ず変更の届出をすること
注意３）同一の空地で複数の活用レイアウトがある場合は、すべてのレイアウト図を作成すること

	活用内容
（予定）
	· 飲食提供（公開空地等内で消費可能で、誰もが利用可能な休憩・飲食スペースを伴うもの）
· 物品販売（複数の出店者によるマルシェ等の形式のもの）
· 体験・交流・環境美化活動
· 文化・スポーツ等の上演・上映（無償で公開されるもの）
· 展示・普及啓発（無償で行われるもの）
· 国又は地方公共団体等が主催又は共催する行為
· その他（　　　）
※実施する活用をすべて選択


	チェックリスト
	第４条の活用基準をすべて満たします。
· 公開空地等の賑わい創出や滞留の促進に寄与する行為である（国又は地方公共団体等が主催または共催するものは除く）
· 地域の理解を得るように努める
· 公開空地等の機能、景観、環境を著しく阻害しない
· 一般の通行者等が安全かつ円滑に利用・通行できるよう配慮する
· ユニバーサルデザインに配慮する
· 活用に伴う設置物は、緊急時において直ちに移動・撤去可能な構造とする
· 年間の活用日数の合計は180日を超えず、同一の活用者による年間の活用日数も60日を超えない（国又は地方公共団体等が主催または共催するものは除く）
· 特定の者に限定した利用をしない
※該当する項目をすべて選択
第５条に掲げる以下のいずれの禁止事項にも該当しません。
· 法令等に違反するもの、又はそのおそれがあるもの
· 公序良俗に反するもの、又は著しく公益を害するもの
· 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴力団又は暴力団員、若しくはそれらの利益となる活動
· 政治活動、宗教活動及び集団示威運動
· 来場者、周辺の歩行者等へ危害が及ぶおそれがあるもの
· 提供する内容が、虚偽の内容又は事実と異なる内容を含むもの又はその疑いがあるもの、事実を誤認するおそれがあるものなど、消費者被害の未然防止および拡大防止の観点から適切でないもの
· 勧誘、または契約行為を行うもの
· 宣伝、広告を主目的としたもの
※該当しない項目をすべて選択
以下の内容を遵守します。
· 安全面・衛生面・美観の維持に考慮し、適切な維持管理を行う
· 活用終了後は、ただちに活用を行う前の状況に復旧する
· 市長から指導、勧告又は中止等の要請があったときは、速やかに活用者に対して必要な措置を講じる
· 本届出書の内容に変更が生じる場合は、制度所管部局と直ちに協議を行い、本届出書の変更手続きを行う
· 活用期間が終了したときは、公開空地等活用毎の写真を添付し、活用報告書により報告する
※該当する項目をすべて選択


（注意事項）
· 本届出書は、活用を開始する７日前までに提出すること
· 実施期間が終了次第、公開空地等活用報告書（様式５）を提出すること
要綱第３条⑴～⑷に掲げる制度：翌年度４月１日から５月31日まで
要綱第３条⑸に掲げる制度：翌年７月１日から８月31日まで（総合設計制度許可取扱要綱第15条に規定する管理運営状況の報告に添付すること）
以上
